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新発田版 

物価高騰対応経済対策　第２弾 

【補正の規模　8 億 6,530 万円】 

 

①　物価高騰に直面する生活者、事業者、低所得世帯の支援 

 

②　地域経済の成長、生産性向上を促す支援 

 

③　安心した子育てや、福祉施設の安定運営に資する支援 



2 

対策① 

水道料金（基本料金）の 4 か月減免 

 1 億 9,068 万円 

＊全ての市民及び事業者(官公署を除く)を対象。 

水道メーター口径 13 ㎜の一般的な家庭の場合、4 か月間で 3,916 円の減免。 

 

低所得世帯(住民税非課税世帯） 

灯油購入費等助成金  1 億 5,880 万円 

＊1 世帯あたり 2 万円の給付金を支給⇒ １世帯あたり 2 万円×7,400 世帯(見込) 

（生活保護世帯及び児童扶養手当支給対象世帯（1,078 世帯） 

に対しては、令和 7 年 12 月の経済対策第 1 弾にて給付済み） 
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対策②  

農業経営等のかかり増し経費支援 

1 億 9,500 万円 

＊水稲、施設園芸、畑作物・園芸、畜産農家、水産関係者、鳥獣害対策関係者等への支援 

⇒物価高騰対策支援事業補助金（1 億 9，４６０万円） 

宿泊事業者（観光宿泊者）への支援 

1 億 5,278 万円 

＊今得宿泊キャンペーン⇒１泊 2 食５，０００円、素泊まり・1 泊朝食２,０00 円の割引（9，443 万円） 

市街地回遊促進事業⇒宿泊キャンペーン利用者へお土産のプレゼント（3，600 万円） 

インバウンド宿泊補助⇒日～木 1 泊 3,000 円、金・土・祝・祝前日 1 泊 2,000 円（400 万円） 

消費者、生産者、小売・飲食業への支援 

5,439 万円 

＊今得飲食キャンペーンの実施⇒お食事４，０００円以上で 1,000 円、8,000 円以上で 2,000 円を補助（2,900 万円） 

新発田産食材消費拡大応援金(650 万円)、先端設備等導入補助金（1,000 万円）、 

加工用米購入補助金（800 万円） 
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対策③ 

小・中学校の給食食材高騰対策 3,095 万円 

＊物価高騰の中でも、「子育てするならやっぱり新発田」の旗印のもと、子育て世帯の経済的負担を軽減 

⇒支援額　R8.1 月～3 月　１食あたり小学生１２円、中学生１６円 

※R7.4 月から実施している支援額と合算すると、1 食あたり小学生 30 円、中学生 37 円 

令和８年度（4 月～3 月）　１食あたり小学生 20 円、中学生 24 円 

 

公立保育園・幼稚園、私立保育園・認定こども園 

等の給食食材高騰対策　　　　　　　1,895 万円 

⇒支援額　R８.4 月から１年間　保育園 3 歳未満児 1 月あたり５７０円、3 歳以上児 1 月あたり５００円を支援 

 

介護施設、障がい福祉施設等への支援 

６,３７６万円 

＊サービスの質確保や施設の安定運営を支援⇒障がい福祉事業所支援金（2，054 万円）、介護事業所支援金（4,318 万円）


